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広報つやまは、環境保護のため古紙配合率100%再生紙、大豆油インキを使用しています。読み終えた後はリサイクルにご協力ください。�24

▲備中櫓平面図（津山城資料編から）�
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■
広
報
創
刊
時
の
津
山
の
よ
う
す
を

紙
面
か
ら
ひ
と
つ
。
「
松
や
杉
か
ら 

”
あ
り
が
と
う 

“
と
い
う
言
葉
を
こ

と
づ
か
り
ま
し
た
」
。
門
松
や
ク
リ

ス
マ
ス
ツ
リ
ー
用
の
木
の
伐
採
自
粛

を
呼
び
か
け
る
市
が
、
協
力
し
た
市

民
に
感
謝
す
る
記
事
で
す
。
こ
の
柔

軟
な
表
現
力
を
見
習
わ
ね
ば
！
（
Ｘ
）

■
私
に
は
く
じ
運
が
あ
り
ま
せ
ん
。

た
ま
に
ク
イ
ズ
や
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
応

募
し
て
み
て
も
、
さ
っ
ぱ
り
で
す
。

こ
ん
な
私
で
す
が
、
10
月
の
つ
や

ま
エ
コ
シ
ス
テ
ム
１
周
年
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
で
は
、
５
、
０
０
０
円
の
商
品

券
を
ね
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

さ
て
、
ど
う
で
し
ょ
う
。（
ｅ
）

■
稲
刈
り
の
終
わ
っ
た
田
ん
ぼ
を
見

る
と
本
格
的
な
秋
の
訪
れ
を
感
じ
ま�

す
。
こ
れ
か
ら
市
内
各
所
で
秋
祭
り

が
に
ぎ
や
か
に
行
わ
れ
ま
す
ね
。
と

く
に
、
今
年
は
津
山
城
築
城
４
０
０

年
を
記
念
し
て
、
だ
ん
じ
り
の
出
動

数
も
多
い
と
か
。
楽
し
み
で
す
。
盛

大
に
い
き
ま
し
ょ
う
。（
郁
） （９月１日現在）�

人　口　90,224  人（前月比＋22）�
　男　　43,048  人（同＋35）�
　女　　47,176  人（同△13）�
世帯数　35,162世帯（同＋３）�

８月中の異動数�

ひ と の 動 き�

市県民税３期�
国民健康保険料４期�
介護保険料５期�

納期限：11月１日（月）�

今 月 の 納 税 �

出生　  78人、死亡　  51人�
転入　283人、転出　288人�月�

２００４�

　前回は備中櫓の外観について検討しました。
今回はその内装についてです。
　前々回に備中櫓が御殿の一部として使用
され、内装もそれにふさわしい御殿風で、
「唐紙」の襖が使用されていたことを指摘
しました。今回は、より詳しく見ていきた
いと思います。

　これは文化５年（1808）に描かれた備中
櫓の平面図です。備中櫓だけでなく、本丸
全体が非常に正確に描かれていることがわ
かっています。この絵図を手がかりに、備
中櫓の内装を検討します。
　絵図を詳細に見ると、襖の部分ほぼすべ
てに「唐紙」あるいは「カラカミ」という
注記が認められます。そのため、備中櫓の
建具はすべて唐紙が使用されていたことが
推定できます。
　ところで、この図面の本丸表御殿の部屋
には、「虎之間」「紫陽花之間」などと書き
込みがあり、それぞれ描かれた障壁画にち
なんで部屋の名前がつけられていたことが
推定されます。ところが備中櫓の部屋には
そのような障壁画の画題と思われるような
部屋の名前の記載はなく、「御座間」「御次」
「御茶席」としか書かれていません。どう
やら備中櫓には障壁画は描かれてなかった

ようです。
　それでは備中櫓の内部の壁はどのような
ものだったのでしょうか？ 
　その前に、絵図の記載から備中櫓の中に
あるそれぞれの部屋の格式を考えます。ま
ず１階の西半分は部屋の名前の記載が一切
ありません。次に１階東側には「御座間」
「御次」「御茶席」などの名前のつけられ
た部屋が集中しています。また「御座間」
には床や違い棚の設備も整っています。さ
らに、２階部分は部屋の名前こそつけられ
てないものの、もっとも格式が高いとされ
ている「御上段」が設けられています。こ
れらを整理すると①「御上段」を持つ２階、
②部屋に名前がついている１階東側、③何
も記載のない１階西側、という順番で部屋
に格式の差があることが絵図から認められ
ます。
　話を壁の仕上げに戻しますが、結論から
すると内部の壁の仕上げは不明であると言
わざるを得ません。しかしながら先に見た
部屋の格式を考えると、当然それぞれの部
屋の格式ごとに壁の仕上げが異なっていた
ことは十分に考えられます。そのため今回
の復元整備では壁の仕上げを③では漆喰塗
りあるいは板壁、②および①では唐紙とし
て部屋の格式に応じた差をつけています。
　さらに同様に唐紙を使用する①と②の部
屋の間にも格式の差があり、「御上段」を
持つ①の方がより格式が高いと推定されます。
そのため、①の唐紙には森家の家紋をあし
らい、②の唐紙には武家に一般的な文様を
使用することで格式の差を示すことにして
います。
　この仕上げは確実な史料に基づくもので
はありませんが、備中櫓の中にあるそれぞ
れの部屋の格式を示すためにさまざまな角
度から検討し、もっとも可能性の高いもの
を採用しています。
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